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（H18．7．1 現在）         
   世帯数 20,795 世帯     1 
   人  口 人      48,925 人 
     男   人      22,663 人 
     女   人      26,262 人 

奄美市の人口･世帯数 
（推  計）
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奄美市だより　平成 18 年 8 月号 （2）

平成１８年度

予　　算「自然、ひと、文化が共につくるきょらの郷（しま）」の実現に向けて

その他 (7.3%)
22 億 8,815 万円

農林水産業費 (4.0%)
12 億 6,965 万円

教育費 (7.5%)
23 億 5,762 万円

衛生費 (9.6%)
30 億 221 万円

土木費 (13.4%)
42 億 1,042 万円

公債費 (13.4%)
42 億 2,521 万円

総務費 (17.6%)
55 億 1,435 万円

民生費 (27.2%)
85 億 5,228 万円

その他 (7.5%)
23 億 3,355 万円

物件費 (6.8%)
21 億 4,843 万円

補助費等 (8.1%)
25 億 3,869 万円

繰出金 (8.6%)
27 億 1,237 万円

災害復旧事業 (0.2%)
4,800 万円

普通建設事業 (15.7%)
49 億 6,202 万円

公債費 (13.6%)
42 億 6,519 万円

人件費 (17.3%)
54 億 4,817 万円

扶助費 (22.2%)
69 億 6,347 万円

その他 (5.1%)16 億 652 万円

分担金及び負担金 (0.9%)2 億 8,858 万円財産収入 (1.1%)3 億 6,064 万円

使用料及び手数料
(1.8%)5 億 6,397 万円

諸収入 (2.0%)
6 億 2,837 万円

市税 (11.4%)
35 億 4,317 万円

その他 (4.2%)
13 億 1,872 万円

県支出金 (5.1%)
16 億 273 万円

市債 (15.7%)
49 億 3,200 万円 国庫支出金 (18.6%)

58 億 3,417 万円

地方交付税 (34.2%)
107 億 4,102 万円

自主財源
22.3%

依存財源
77.7%

歳 入
314億 1,989 万円

一般会計
歳 出

一般会計
歳 入

一般会計 314 億 1,989 万円　特別会計 191 億 9,059 万円 平成 18 年度予算は、一般会計と特別会計を合わせると 506 億 1,048 万円となりました。
一般会計は、314 億 1,989 万円となり、前年度（旧 3市町村合算の H17 当初予算）と比較して
11.3% の増となっています。

歳 出
（性質別）
314 億 1,989 万円

歳 出
314億 1,989 万円

平成１８年度の主な事業
＜土木費＞

道路改築事業（山田線）　３億４，５００万円

道路改良事業（手花部節田線ほか笠利地区）　４億７，１１０万円

道路改良事業（山間市線）　２億４５８万円

国 ・ 県道用地代行買収事業（おがみ山、赤木名工区道路改築）　２億９，５２４万円

港湾改修事業（知名瀬、赤木名、山間）　３億４，７６０万円

小俣線街路事業（名瀬地区）　２億円

末広 ・ 港土地区画整理事業（名瀬地区） 　５億２，４００万円

農業集落排水事業（大川地区、宇宿地区、管路施設工事）　５億２，１３０万円

＜農林水産業費＞

地域水産物供給基盤整備事業（喜瀬漁港 ・ 北防波堤）　１億５，０００万円

さとうきび省力化推進対策事業（笠利地区）  　１億  ７４３万円

基盤整備促進事業（ホド地区、宇宿地区）　４，４４４万円

水土保全林整備事業（大儀野線）　４，８１７万円

あまみの木工の里づくり事業（住用地区）　１，８６０万円

＜商工費＞

癒しの島形成事業（大浜海浜公園）　３億２，８１４万円

＜教育費＞

小学校建築費（佐仁小校舎、伊津部小屋外プールなど）　４億９，１３７万円

中学校建築費（名瀬中屋外運動場、小宿中屋外プール）　５，２５３万円

＜その他＞

地域イントラネット基盤施設整備事業　４億６，８４０万円

地域ブランド確立推進事業　１，４４７万円

義務的経費（53.1%)
166 億 7,683 万円

投資的経費 (15.9%)
50 億 1,002 万円

その他 (31.0%)
97 億 3,304 万円

予算 増減率（％）

314億1,989万円 11.3
国民健康保険 58億9,440万円 12.4
国民健康保険直営診療施設勘定 4億33万円 4.7
老人保健医療 54億9,822万円 2.5
介護保険 42億3,283万円 7.0
訪問看護 2,687万円 7.1
笠寿園 2億1,700万円 △ 5.7
公共下水道事業 18億5,989万円 △ 3.6
農業集落排水事業 6億2,154万円 42.4
公共用地先行取得事業 3,998万円 △ 1.9
ふるさと創生人事育成資金 3,502万円 41.8
と畜場 605万円 △ 0.4
交通災害共済 887万円 26.5
簡易水道事業 3億4,959万円 20.7

191億9,059万円 6.3

506億1,048万円 9.4

特 別 会 計 合 計

会　　　計　　　名

一　　般　　会　　計　 

　
　

一般会計・特別会計合計

１　収益的収入及び支出
（収入）

予算 増減率（％）
１　営業収益 8億6,802万円 △ 0.4
２　営業外収益 4,136万円 △ 9.0

合　　　　計 9億938万円 △ 0.8
（支出）

予算 増減率（％）
１　営業費用 7億3,661万円 △ 2.2
２　営業外費用 1億2,834万円 △ 3.5
３　予備費 400万円 0.0

合　　　　計 8億6,895万円 △ 2.4

２　資本的収入及び支出
（収入）

項 予算 増減率（％）
１　工事負担金 780万円 △ 6.0
２　国庫補助金 0 △ 100.0
３　他会計負担金 0 －
４　他会計補助金 6,529万円 1.4

合　　　　計 7,309万円 △ 66.3
（支出）

項 予算 増減率（％）
１　建設改良費 1億2,871万円 △ 72.3
２　企業債償還金 1億9,242万円 △ 10.9

合　　　　計 3億2,113万円 △ 52.8

区　分

区　分

【 お知 らせ 】
平成 18 年度奄美市一般会計予算書につきましては、名瀬、住用、笠利の
公民館、県立図書館奄美分館で閲覧することができます。

一般会計・  特別会計当初予算 集計表

水 道 事 業 会 計 水道事業
会計

特

別

会

計



＊

＊
＊

＊

＊

＊

奄美市だより　平成 18 年 8 月号（3）

※（　　） 内は、 過去 1 年間に 4 回以上高額療養費の支給があった場合の 4 回目

以降の限度額

（※A） 一定以上所得者とは課税所得が 145 万円以上の 70 歳以上の方 （老人医

療受給者を含む）、 または同居の老人医療受給者です。 ただし、 1 人世

帯の収入額が 484 万円未満、 2 人以上の世帯で 621 万円未満の場合、

申請により 「一般」 区分と同様となります。

なお、 平成 18 年 8 月 1 日からは 1 人世帯の収入額が 383 万円未満、 2

人以上の世帯で 520 万円未満の場合、 申請により 「一般」 となります。

（※B） 区分Ⅱとは世帯全員が住民税非課税である方です。

（※C） 区分Ⅰとは世帯全員が住民税非課税で、 世帯毎に所得額が 0 円となる方

です。

所得額＝｛収入ー必要経費 ・ 給与所得控除 ・ 公的年金控除 （65 万円とする）｝

なお、 平成 18 年 8 月 1 日から公的年金控除額は 80 万円となります。 

    

所得区分が変わる人に経過措置がある場合があります。
（平成１８年８月から２年間）

公的年金等控除の見直し ・ 老年者控除の廃止に伴う経過措置

・ 公的年金等の見直し及び老年者控除の廃止に伴い、 一定以上所得者になる方

で、 次のいずれかに該当する場合には、 「自己負担限度額」 は 「一般」 を適用

します。   

1.　課税所得が 145 万円以上 213 万円未満の方   

2.　課税所得が 213 万円以上で、 収入合計額が 1 人世帯で 383 万円以上

484 万円未満、 2 人以上世帯で 520 万円以上 621 万円未満の方が申請し

た場合    

老年者に係る住民税非課税措置の廃止に伴う経過措置

・ 老年者に係る住民税非課税措置の廃止に伴い、 世帯は住民税課税となるが、

世帯の中に住民税非課税者がいる場合、 非課税者について 「自己負担限度

額」 及び 「入院時食事代の標準負担額」 は申請により 「区分Ⅱ」 を適用します。

ただし、 住民税課税者が合計所得金額 125 万円以下の平成 17 年 1 月 1 日

現在 65 歳以上の方のみでその世帯に属する非課税者であることが条件となり

ます。

     

療養病床に入院する場合の食費・居住費負担が変わります。
療養病床に入院する７０歳以上の方は、 介護保険との負担の均衡を図るため、 平

成 18 年 10 月 1 日から以下の負担となります。

　　食費　　42,000 円

　　居住費 10,000 円     

なお、 所得の低い方には軽減措置があります。

ご不明な点がございましたら、 下記の連絡先までお問い合わせください。

【問い合わせ先】 奄美市役所    

名瀬総合支所 ： 国民健康保険課　Tel ： 0997-52-1111 （内線 147 ・ 148 ・ 150）

住用総合支所 ： 市民福祉課　Tel ： 0997-69-2111

笠利総合支所 ： 市民課　Tel ： 0997-63-1111

平成１８年１０月１日から
医療機関での自己負担が変わります。

自己負担割合 ・ 自己負担限度額（月額）が以下のように変わります。

○
老
人
医
療
の
限
度
額
適
用

・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証

○
国
民
健
康
保
険
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証

（
70
歳
未
満
の
方
）

○
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用

・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証

（
70
歳
以
上
の
方

・
老

人
医
療
受
給
者
を
除
く
）

　

現
在
お
手
持
ち
の
各
認
定
証
は
平
成
18
年

８
月
１
日
以
降
無
効
と
な
り
ま
す
。

　

再
度
認
定
を
受
け
ら
れ
る
方
、
新
し
く
認

定
を
受
け
ら
れ
る
方
は
早
め
に
申
請
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
18
年
８
月
31
日
ま
で
に
申
請
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
平
成
18
年
８
月
１
日
～
平
成

19
年
７
月
31
日
の
期
間
に
有
効
で
あ
る
各
認

定
証
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

対
象
者
は
次
の
方
で
す
。

・
平
成
18
年
度　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
世

帯
員

・
老
年
者
に
係
る
住
民
税
非
課
税
措
置
の
廃

止
に
伴
い
、
世
帯
は
課
税
世
帯
と
な
る
が
、

個
人
で
は
住
民
税
非
課
税
と
な
る
世
帯
員　

（
住
民
税
課
税
者
が
合
計
所
得
金
額
125
万
円

以
下
の
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
65
歳
以
上

の
人
の
み
で
そ
の
世
帯
に
属
す
る
住
民
税
非

課
税
者
）

●
手
続
き
場
所…

奄
美
市
役
所

名
瀬
総
合
支
所　

国
民
健
康
保
険
課
窓
口

住
用
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課
窓
口

笠
利
総
合
支
所　

市
民
課
窓
口

●
持
参
す
る
も
の

　
　

・
保
険
証

（
老
人
医
療
受
給
者
は
老
人

医
療
受
給
者
証
も
必
要
で
す
。
）

　
　

・
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
減
額
認
定
証

　
　

・
印
鑑

※

平
成
17
年
８
月
～
平
成
18
年
７
月
ま
で
の

入
院
日
数
が
90
日
を
超
え
る
方
は
、
そ
の
期

間
の
病
院
の
入
院
期
間
が
わ
か
る
領
収
書
ま

た
は
入
院
証
明
書
を
併
せ
て
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
入
院
時
の
食
事
代
負

担
が
軽
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記

の
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
：　

奄
美
市
役
所

・
名
瀬
総
合
支
所　

国
民
健
康
保
険
課　

国

保
給
付
係

　

52-

１
１
１
１　

（
内
線
147

・
148

・
150
）

・
住
用
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

　

69-

２
１
１
１

・
笠
利
総
合
支
所　

市
民
課

　

63-

１
１
１
１

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
現
況
届
に
つ
い
て

　

毎
年
、
児
童
扶
養
手
当

・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
現
況
届

・

所
得
状
況
届
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
届
け
を
行
わ
な
い
と
、
手
当
が
も
ら
え

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間
：
平
成
18
年
８
月
11
日

（
金
）

～
平
成
18
年
８
月
31
日

（
木
）

※

た
だ
し
、
土

・
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

受
付
場
所　

名
瀬
地
区
：
名
瀬
中
央
公
民
館

３
階
会
議
室

住
用
地
区
：
住
用
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

笠
利
地
区
：
笠
利
総
合
支
所　

い
き
い
き
健

康
課　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

持
参
す
る
も
の
：
通
知
書
、
証
書
、
印
鑑

※

担
当
課

・
名
瀬
総
合
支
所　

福
祉
政
策
課　

児
童
係

　

52-

１
１
１
１

（
内
線
607
）

・
笠
利
総
合
支
所　

い
き
い
き
健
康
課　

福
祉
係

　

63-

２
９
２
９

（
内
線
133
）

・
住
用
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課　

福
祉
係

　

69-

２
１
１
１　

（
内
線
108
）

介
護
人
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者

（
児
）

等
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
重
度
心
身
障

害
者

（
児
）
等
を
介
護
し
て
い
る
方
に
対
し

介
護
人
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
左
記
の

要
件
に
該
当
さ
れ
る
方
は
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

１
．
対
象
者

　
　

次
の

（
１
）
、
（
２
）
、
（
３
）
の
い
ず
れ
か

に
該
当
さ
れ
る
方
を
在
宅
で
３
ヶ
月
以
上
介

護
し
て
い
る
方
で
、
９
月
１
日
を
基
準
日
と

し
て
継
続
し
て
介
護
を
行
わ
れ
て
い
る
方
。

（
１
）
身
体
障
害
者
手
帳
が
１
・
２
級
に
該

当
し
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
方
。

（
２
）
療
育
手
帳
に
お
い
て
Ａ
、
Ａ
１
、
Ａ
２
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
。

（
３
）
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
著
し
い
障
害

の
た
め
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
方
。

２
．
支
給
の
要
件

　
　

前
項
に
規
定
す
る
者
及
び
介
護
人
が
、

本
市
に
六
ヶ
月
以
上
住
所
を
有
し
、
重
度
心

身
障
害
児

・
者
等
に
つ
い
て
は
、
過
去
半
年

間
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
か
っ

た
場
合
当
該
介
護
人
に
支
給
す
る
。

３
．
申
請
書
受
付
締
切
日

　
　

８
月
31
日

（
木
）

４
．
支
給
額

　
　

年
額　

６
万
円

（
年
２
回
支
給
）

５
．
支
給
日

　
　

９
月
下
旬
を
予
定

（
支
給
決
定
者
へ
は
、

は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。
）

　

※

昨
年
度
受
給

さ
れ
た
方

へ
は
、

（
申

請

書

入

り
）

封
書
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
早
め
に

申
請
さ
れ
て
く
だ

さ
い
。

◎
問
合
せ
及
び
申
請
先

・
名
瀬
総
合
支
所　

福
祉
政
策
課　

高
齢
者
係

52-

１
１
１
１(

603)

・
笠
利
総
合
支
所　

い
き
い
き
健
康
課　

福
祉
係

63-

２
２
９
９

・
住
用
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課　

福
祉
係

69-

２
１
１
１(

107)

在
宅
高
齢
者
等
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
事
業
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
在
宅
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

等
の
方
へ
緊
急
通
報
装
置
を
給
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
急
病
や
災
害
等
の
緊
急
時
に
迅
速

か
つ
適
切
な
対
応
を
図
っ
て
い
ま
す
。
左
記
の

用
件
に
該
当
し
希
望
さ
れ
る
方
は
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

１
．
対
象
者

　
　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
突
発
的
に
生
命

に
危
険
な
症
状
の
発
生
す
る
疾
病

（
重
度
心

疾
患
、
重
度
高
血
圧
症
及
び
重
度
喘
息
等
）

を
有
す
る
も
の
で
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
。

１
．
費
用
負
担

・
通
報
機
器
の
設
置
の
費
用
は
、
市
が
負
担

し
ま
す
。

・
利
用
者
が
市
民
税
課
税
世
帯
の
場
合
は
、

宅
内
の
配
線
工
事
費
は
本
人
負
担
と
な
り
ま

す
。

◎
問
合
せ
及
び
申
請
先

・
名
瀬
総
合
支
所　

福
祉
政
策
課　

高
齢
者
係

　

52―

１
１
１
１(

603)

・
笠
利
総
合
支
所　

い
き
い
き
健
康
課　

福
祉
係

　

63―

２
２
９
９

・
住
用
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課　

福
祉
係

　

69―

２
１
１
１(

107)

国
民
健
康
保
険
加
入
者
及
び
老
人
医
療
受
給
者
の
各
認
定
証
の
更
新
時
期

（
平
成
18
年
８
月
１
日
〜
）
で
す
。

改正後の自己負担額（平成18年10月から）

70歳未満の方

150,000円+

総医療費が500,000円を超えた場合は、

超えた分の1%を加算(83,400円）

80,100円+

総医療費が267,000円を超えた場合は、

超えた分の1%を加算(44,400円）

35,400円

(24,600円）

70歳以上の方（老人保健対象者も含む）

外来 入院

(個人ごと） （外来限度額を含んだ世帯）

一定以上所

得者

（※A）

一般 12,000円 44,400円

区分Ⅱ

（※B）

区分Ⅰ

（※C）

低所得者（住民税非課税）

適用区分

上位所得者

一般

80,100円+総医療費が267,000円を超えた

場合は、超えた分の1％を加算（44,400円）

1割
8,000円

24,600円

15,000円

適用区分
自己負担

割合

3割 44,400円

自己負担額



奄美市だより　平成 18 年 8 月号 （4）

学　校　名

名瀬小 永井　常森 越間　里江 元野　弘一 山田　正修 石神　康郎

奄美小 髙　　一也 上田　哲平 田島　辰徳 南　　京子 島川　勝博

伊津部小 山元　真琴 浜手　栄男 竹田　政茂 川崎　景子 竹宮　浩治

朝日小 坂元真一郎 内田栄次郎 沖野テル子 日置　幸男 前山重一郎

小宿小 神田ひろみ 大山　　隆 岡山　　計 中　　英信 上野　和夫

知根小 加藤　清満 森　　弘和 清正　正江 豊島香保子 豊島　健良

大川小中 久保　邦照 田中孝次郎 富田美起子 要　　健造 高山　好和

小湊小 東郷　　武 武田　　望 池畑　芳弘 田畑　満代 長野多加志

崎原小中 達村　二郎 瀧田トキ子 吉田　茂輝 米田　国秀 青田　義厚

芦花部小中 朝倉　義二 重江　隆和 盛　タツ子 原口　鉄磨 松原　千里

住用小 手蓑　利文 河野　京子 久保　忠義 渡　　秀夫 野崎　義弘

東城小中 宮澤　俊博 山田千代子 菊野　哲也 元井　　翠

市小中 用稲　良久 松元　茂勝 松下　輝美 山下　哲次 田川　一郎

赤木名小 大山レイ子 久木山達麿 本田　芳寿 中村　博子 富永　幸男

笠利小 新納　啓昭 畠　　茂三 福原　秀和 中村　祥子 大倉野　系

節田小 中村　武秀 泉　貞美智 東　　範浩 當原　実美 渡　セツエ

緑が丘小 肥後　哲仙 佐藤　常徳 本田　邦子 山下　文信 窪田　宏一

宇宿小 別府　良美 大瀬　昭人 昇　芙紀子 川口　芳範 川畑　勝広

手花部小 重信　光男 高井　直人 照　　幸喜 野竹　充孝 寶納真由美

屋仁小 城下　光貴 赤崎　重雄 水間　稔美 新　　謙一 平島　舞子

佐仁小 中尾　文一 越間　久志 川畑かおり 越間　忠志 安田　重照

名瀬中 井口　郁生 川田　清子 岡　幸一郎 大川貞二郎 吉良　正人

金久中 才田　一男 元野　景一 三浦　一広 松　まち子 住　幸一郎

朝日中 惠　正人志 三浦　壽文 泉　　貞男 栄　　　健 保　美佐代

小宿中 荒田　利満 日置　洋和 岡山　嗣夫 山田　弘一 鍵和田敏子

住用中 石原　和也 森田　豊範 川島　徳孝 河野　幸代 和田　博保

赤木名中 南　　俊子 川口健一郎 白石　正己 西田　昭仁 松中　豊和

笠利中 長井　和揮 松崎　文好 田畑トシ子 肥後　基樹 岩切　敏道

～平成１８年度奄美市学校評議員名簿一覧表について～

学　　　校　　　評　　　議　　　員　　　名

　各学校が地域社会と一体となり、効果的な学校運営を行うために、各学校に学校評議
員会を設置しております。
　各学校の評議員の名簿一覧を載せておきますので、学校に関する情報等ありました
ら、評議員の皆さんにもお知らせください。

月　日  上映作品  

８月  ３日（木） ぼくは王様・猫の事務所・うかれバイオリン  

８月１０日（木） ともだちや・ともだちくるかな・ごめんねともだち・  
あしたもともだち 

８月１７日（木） からすのパンやさん・双子の星・幽霊屋敷  

８月２４日（木） がんばれスイミー・注文のおおい料理店  

８月３１日（木） トイレの花子さん・くもの糸・長ぐつをはいた猫  

 
場 　 　 所 ： 名 瀬 公 民 館 ホ ー ル
時 　 　 間 ： お 昼 ２ ： ０ ０ ～ ３ ： ０ ０
対 象 者 ： 幼 児 ・ 小 学 生
入 場 料 ： 無 料

子どもたちの豊かな想像力、 そして創造力を伸ばす名作映画を

取りそろえてみました。 親子そろって同じ感動を味わってみませんか？

　　月　日

８月１１日(金)
14：00～15：00

８月１８日(金）
14：00～15：00

８月２５日(金)
14：00～15：00

７月２８日(金）

８月４日(金)

作　　品　　名
くつやのこびと

がんばったねお母さん
七夕まつり

鬼の子とゆきうさぎ
泣いた赤おに

は　　げ
うかれしバイオリン

勇気あるホタルととべないホタル
ハチ公物語

お月様とうさぎ

イソップ物語
ながさきの子馬

素敵な小さなお話
校長先生が泳いだ

夏
の
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

～
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
や
夏
の
星
座
を
観
察
し
よ
う
！
～

期
日
：
平
成
18
年
８
月
12
日

（
土
）
・
13
日

（
日
）

場
所
：
県
立
奄
美
少
年
自
然
の
家

参
加
対
象
：
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
家
族
や
グ
ル
ー
プ
何
人
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
も
ち
ろ
ん
お
一
人
で
も
。

活
動
内
容
：
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
（
19:

20
～
）
に
加
え
て
、
以
下
の
コ
ー

ス
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

選
択
コ
ー
ス
：　

　

①
テ
ン
ト
設
営

・
野
外
炊
さ
ん
・
テ
ン
ト
泊
の
体
験
コ
ー
ス

　

②
野
外
炊
さ
ん
・
宿
泊
棟
宿
泊
コ
ー
ス

　

③
宿
泊
棟
宿
泊
コ
ー
ス  

　

④
野
外
炊
さ
ん
体
験
日
帰
り
コ
ー
ス

　

⑤
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー
ス

時
間
：
テ
ン
ト
設
営(

14:

30
～)

野
外
炊
さ
ん(

15:

30
～)

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ(

19:

30
～)

流
星
群
観
望(

オ
ー
ル
ナ
イ
ト)

朝
食

（
食
堂
：
７:

30
～
９:

00)

必
要
経
費
：
野
外
炊
さ
ん
一
人
600
円
、
朝
食
一
人
360
円

テ
ン
ト
泊

（
無
料
）
、
宿
泊
棟
泊

（
120
円
：
シ
ー
ツ
代
）

道
具
は
全
て
自
然
の
家
に
あ
り
ま
す
。
入
浴
も
で
き
ま
す
。

【
申
込
方
法
】
①
～
④
の
コ
ー
ス
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
８
月
10
日
（
木
）

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
⑤
の
方
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

申
込

・
連
絡
先
：
県
立
奄
美
少
年
自
然
の
家

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
53-

１
０
３
２  

http://w
w
w
.pref.kagoshim

a.jp/hom
e/d-kyoiku/am

asyo/index.htm
l

（お問い合わせ先）

奄美市名瀬公民館

担当： 川元・ 伊東・ 三原

電話： 52-1816（Fax兼用）

品 名 数量 規 格 希 望 価 格

　スクーター（９０CC) 1  12年前に購入（ホンダ製） 20,000円

　電子ブック用ソフト 1  広辞苑＆コンピュータ用語辞典 200円

　盗難防止用警報機 1  オートバイ、自転車用 1,450円

　ＶＨＳビデオテープ 1  10本パック（ＴＤＫ製） 応談

　ゆりかご 1  ベビー用、電動式 15,000円

　自転車 1 応談

　二段ベット 2 応談

　エレクトーン 1  平成８年に42万円で購入 50,000円

　ワープロ（シャープ・書院） 1  ９年前購入、ケース、付属品あり 50,000円

　電話債券 3 応談

　ロックミシン 1 応談

　スキー板 1 応談

　円テーブル（茶卓台） 1  折りたたみ式 応談

規 格 希 望 価 格

無料

応談

　◎譲ります

品 名

　◎求めます

リサイクルの情報につきましては、市民課市民生活係までお問い合わせ下さい。

電話：５２－１１１１　内線７１５または７１６

　デジカメ

　女性用自転車

14：00～15：00

14：00～15：00

(お問い合わせ先 )

奄美市名瀬公民館伊津部分館

生涯学習指導員： 久保・ 岩切・ 碇

電話： ５２－９７４７（ＦＡＸ兼用）

場　　 所：　伊津部分館　２階集会室

参加対象者： 幼児・ 小学生

入 場 料：　無　料

そ の 他：　ビデオ鑑賞会後、 会場を

　　　　　　　勉強のため開放します。

【上映日程と上映作品名（予定）】

区　分 職　種 採用予定
人　　員 受　験　資　格

一般事務 若干名 昭和５５年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた人

保健師 若干名 昭和５１年４月２日から平成元年４月１日までに生まれ，保健師の資格を有
する人，又は平成１９年３月３１日までに当該資格を取得する見込みの人

電　　気 若干名 昭和５１年４月２日から平成元年４月１日までに生まれ，電気主任技術者免
状を有する人

農　　業 若干名 昭和５１年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた人

消防職

　消　防　士
（大島地区消防
　組合への派遣
　職員）

若干名
都道府県公安委員会が交付する普通免許以上の自動車運転免許証を所有（平
成１９年３月３１日までに取得できる人を含む。）し，昭和５５年４月２日
から平成元年４月１日までに生まれた人

平成１８年度奄美市職員採用候補者試験のお知らせ

行政職

下記により職員採用候補者試験を実施いたします。

１．採用職種・人員及び受験資格

　　　　※　詳細については奄美市名瀬総合支所総務部総務課職員係へお問い合わせください。

　　　　　　TEL：０９９７－５２－１１１１（内線３２１・３２２）

２．試験日・試験場　平成１８年９月１７日（日）・奄美市名瀬総合支所会議室

３．願書受付期間　　平成１８年８月１日（火）から平成１８年８月２４日（木）まで

４．その他　　　　　願書配布は８月１日（火）からです。（奄美市のホームページからもダウンロードできます。）

平成１８年８月１日　　奄美市長　平田　隆義

名瀬公民館新着図書案内
【
郷
土
】

＊
『
世
界
探
訪

・
食
と
風
土　
　

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
奄
美
』

　

野
原
薫

～
東
京
育
ち
の
著
者
が
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
お
く
る

奄
美
の
人
々
の
暮
ら
し
を
、
訪
ね
歩
い
た
旅
日
記
～

　

（
帯
よ
り
）

（
名
瀬
公
民
館
の
分
館　

金
久
分
館

・
四
谷
分
館

・

伊
津
部
分
館
に
も
は
い
り
ま
し
た
。
）

【
一
般
】

＊
『
国
家
の
品
格
』　

藤
原
正
彦

＊
『
秀
吉
の
枷　

上

・
下
』　

加
藤
廣

＊
『
背
負
い
富
士
』　

山
本
一
力

＊
『
聞
き
屋
与
平
』　

宇
江
佐
真
理

＊
『
村
上
祥
子
流　

ね
ば
と
ろ
健
康
レ
シ
ピ
』

　
　

村
上
祥
子

外

・
・
・
計
11
冊

【
児
童
】

＊
『
衣
世
梨
の
魔
法
帳　

運
動
場
の
ミ
ス
テ
リ
ー
ポ
イ

ン
ト
』　

那
須
正
幹

＊
『
水
曜
日
の
魔
女
』　

ル
ー
ス
・
チ
ュ
ウ

＊
『
魔
女
と
不
思
議
な
指
輪
』　

ル
ー
ス
・
チ
ュ
ウ

＊
『
松
岡
修
造
の

「
カ
ッ
コ
い
い
大
人
」
に
な
る
た
め

の
７
つ
の
約
束
』　

松
岡
修
造

＊
『
崖
の
国
物
語
⑦　

自
由
の
森
の
戦
い
』　

　
　

ポ
ー
ル
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト

・
・
・
計
５
冊

リサイクル情報



奄美市だより　平成 18 年 8 月号（5）

手
話
通
訳
者
養
成
講
座
（
基
本
課
程
）

受
講
生
募
集

　
下
記
の
と
お
り
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
受
講
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
住
所

・
氏
名

・
電
話
番
号
を
ご
連
絡

下
さ
い
。

【
対
象
者
】　

手
話
講
習
会

「
基
礎
課
程
」
及
び

「
中

級
課
程
」
の
終
了
者
又
は
聴
覚
障
害
者
の
方
々
と
手

話
で
簡
単
な
日
常
会
話
が
で
き
る
程
度
の
人
。

【
受
講
期
間
】　

平
成
18
年
９
月
８
日
か
ら
平
成
19
年
３

月
９
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日　

合
計
25
回

午
後
７
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で　

２
時
間

【
場　

所
】　

奄
美
市
役
所
名
瀬
総
合
支
所
４
階
会
議
室

【
受
講
料
】　

テ
キ
ス
ト
代　

２
０
０
０
円

【
申
し
込
み
先
及
び
申
し
込
み
期
限
】　

奄
美
市
役
所
名

瀬
総
合
支
所
福
祉
政
策
課
ゆ
う
あ
い
係
へ
平
成
18
年
９

月
８
日

（
金
）
ま
で

電
話
：
52-

１
１
１
１

（
内
線
605

・
606
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
52-

２
７
８
４

平
成
18
年
度
奄
美
市
戦
没
者
慰
霊
祭

の
お
知
ら
せ

　

平
成
18
年
度
奄
美
市
戦
没
者
慰
霊
祭
を
下
記
の
と
お

り
挙
行
い
た
し
ま
す
。
ご
遺
族
及
び
市
民
の
皆
様
の
ご

臨
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

[

名
瀬
地
区]

日
時　

平
成
18
年
８
月
15
日(

火)

11:

30
～
12:

30

場
所　

奄
美
市
名
瀬
公
民
館

事
務
局　

奄
美
市
役
所
名
瀬
総
合
支
所
福
祉
政
策
課

ゆ
う
あ
い
係

電
話　

52-

１
１
１
１
内
線
605

[

住
用
地
区] 　

日
時　

平
成
18
年
８
月
15
日(

火)

９:

40
～
10:

40

場
所　

奄
美
市
住
用
公
民
館

事
務
局　

奄
美
市
役
所
住
用
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

福
祉
係

電
話　

69-

２
１
１
１
内
線
107

[

笠
利
地
区]

日
時　

平
成
18
年
10
月
16
日(

月) 

８:

00
～
９:

00

場
所　

観
音
ケ
丘

事
務
局　

奄
美
市
役
所
笠
利
総
合
支
所
い
き
い
き
健
康

課
福
祉
係

電
話　

63-

２
２
９
９
内
線
122

奄
美
市
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員
の

公
募
に
つ
い
て

　

奄
美
市
で
は
、
昨
今
の
青
少
年
問
題
の
複
雑
化

・
深

刻
化
に
対
処
す
る
施
策
推
進
の
た
め
、
「
奄
美
市
青
少

年
問
題
協
議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

同
協
議
会
の
平
成
18
年
度
の
委
員
の
委
嘱
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
民
の
声
を
青
少
年
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

委
員
を
一
般
か
ら
公
募
い
た
し
ま
す
。

　

委
員
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要
領
に
よ
り
お
申

込
み
下
さ
い
。

〇
応
募
に
必
要
な
条
件　

地
方
自
治
法
第
18
条
に
基
づ

き
、
奄
美
市
に
選
挙
権
を
有
す
る
者

〇
公
募
す
る
委
員
の
数　

３
名
以
内

〇
申
込
み
期
限　
　
　

平
成
18
年
８
月
31
日

〇
申
込
み
方
法　
　
　

応
募
の
動
機
を
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
１
枚
程
度
に
ま
と
め
、
住
所

・
氏
名

・
職
業

・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

〒
８
９
４-

８
５
５
５

奄
美
市
名
瀬
幸
町
25-

８

奄
美
市
役
所
名
瀬
総
合
支
所　

福
祉
政
策
課　

青
少
年

支
援
係
ま
で
提
出
下
さ
い
。

〇
問
い
合
わ
せ
先　
　
　

奄
美
市
役
所
名
瀬
総
合
支
所

福
祉
政
策
課　

青
少
年
支
援
係

52-

１
１
１
１　

内
線
604

『都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
』
に
伴
う

測
量
実
施
の
お
知
ら
せ

　

国
土
交
通
省
で
は
、
都
市
部
に
お
け
る
地
籍
調
査
の

基
礎
資
料
と
す
る
た
め｢

都
市
再
生
街
区
基
本
調
査｣

を
実
施
し
ま
す
。
奄
美
市
で
は
、
下
記
の
と
お
り
測

量
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

１
．
期　
　

間　
　

　

平
成
18
年
８
月
１
日
～
平
成
18
年
12
月
28
日

２
．
対
象
地
域　
　

D
I
D
地
区

(

人
口
集
中
地
区
：

名
瀬
佐
大
熊
町
を
除
く
旧
名
瀬
市
市
街
地
区
域)

３
．
作
業
内
容　
　

　

街
区
基
準
点

(

測
量
の
も
と
に
な
る
点

)

の
設
置
及

び
街
区

(

道
路
等
で
囲
ま
れ
た
区
画

)

の
角
を
示
す
街

区
点
の
測
量

４
．
お
問
い
合
せ
先

国
土
地
理
院
九
州
地
方
測
量
部　

測
量
課　

電
話　

０
９
２-

４
１
１-

７
８
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
２-

４
１
１-

７
８
８
２

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
で
悩
む
家
族
の
た

め
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

～
ひ
と
り
で
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
一
緒
に
語
り

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
～ 

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族

全
体
が
病
む
病
気
、
家
族
や
周
囲
を
巻
き
込
む
病
気

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

名
瀬
保
健
所
で
は
、
飲
酒
の
問
題
で
悩
ん
だ
り
、
苦

し
ん
だ
り
、
心
配
さ
れ
た
り
し
て
い
る

「ご
家
族
」
の

み
な
さ
ん
が
集
い
、
「ご
家
族
自
身
が
ゆ
と
り
を
持
っ
て

自
分
ら
し
さ
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
み
な

さ
ん
で
学
ん
だ
り
、
語
り
合
っ
た
り
す
る
会
」
を
下
記

の
と
お
り
計
画
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、

一
歩
前
へ
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
対
象
：
身
近
な
人
の
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱
え
て
い
る

ご
家
族
等

（
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
診
断
が
つ
い
て
い
な
く
て
も
結
構

で
す
）

◎
場
所
：
名
瀬
保
健
所
１
階
相
談
室

◎
日
時
：
原
則
毎
月
第
４
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分

平
成
18
年
５
月
24
日

（
水
）
終
了 

平
成
18
年
６
月
28
日

（
水
）
終
了

平
成
18
年
７
月
26
日

（
水
）

平
成
18
年
８
月
23
日

（
水
）

平
成
18
年
９
月
27
日

（
水
）

平
成
18
年
10
月
25
日

（
水
）

平
成
18
年
11
月
22
日

（
水
）

平
成
18
年
12
月
27
日

（
水
）

平
成
19
年
１
月
24
日

（
水
）

平
成
19
年
２
月
28
日

（
水
）

平
成
19
年
３
月
28
日

（
水
）

◎
費
用
：
お
茶
代
と
し
て
毎
回
お
一
人
100
円
を
ご
負

担
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
学
習
会
で
は
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
と
の
会
話
」
「
付

き
合
い
方
」
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

＊
外
部
講
師
に
よ
る
講
話
も
年
１
回
計
画
し
ま
す
。

＊
保
健
所
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
関
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
書
籍
も
揃
え
て
あ
り
ま
す
。
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
他
に
も
個
別
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
来
所
下
さ
い
。

　

は
じ
め
て
ご
参
加
さ
れ
る
方
は
、
部
屋
の
都
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

名
瀬
保
健
所
保
健
指
導
課
保
健
指
導
第
一
係 

担
当
川
﨑
・
古
屋 

電
話
52-

５
４
１
１

８
月
は
「
人
権
同
和
問
題
啓
発
強
調

月
間
」
で
す

～
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
へ
～

  

男
女
と
い
う
性
別
や
生
ま
れ
た
場
所
、
肌
の
色
や
こ

と
ば
の
違
い
な
ど…

。
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
そ
の
人
の
個

性
を
形
作
る
要
素
の
ひ
と
つ
に
過
ぎ
ず
、
人
の
価
値
や

役
割
を
決
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
誰

も
が
み
な
平
等
で
あ
り
、
尊
い
命
を
授
か
っ
て
こ
の
世
に

生
を
受
け
た
の
で
す
。
し
か
し
、
と
も
す
る
と
こ
ん
な

明
白
な
事
実
が
忘
れ
ら
れ
、
こ
こ
ろ
な
い
言
動
が
人
を

苦
し
め
て
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
不
当
な
差
別
が
な
く

な
る
の
か
？
み
ん
な
で
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
鹿
児
島
県
環
境
生
活
部
人
権
同
和
対
策
課
資
料
よ
り
）

す
べ
て
の
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、

か
つ
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
。
「
世
界
人

権
宣
言
」
よ
り

お
問
合
せ
先　

奄
美
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 

52-

１
１
１
１
内
線
725

・
726

全
国
一
斉
「
子
ど
も
人
権
110
番
」

強
化
週
間

　

子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
専
用
相
談
電
話

「
子
ど

も
人
権
110
番
」
の
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、
い
じ
め
、
体
罰
、
虐
待
な
ど
内
容
は

問
い
ま
せ
ん
。
相
談
に
は
法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護

委
員
が
応
じ
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

【
実
施
機
関
】

鹿
児
島
地
方
法
務
局

鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

【
実
施
日
時
】

期
間:

平
成
18
年
８
月
28
日

（
月
）
～
９
月
３
日

（
日
）

時
間:

平
日…

午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

土
曜

・
日
曜…

午
前
10
時
～
午
後
５
時

【
電
話
番
号
】

子
ど
も
人
権
110
番

０
５
７
０-

０
７
０-

１
１
０

（
通
話
料
が
180
秒
に
つ
き
、
お
よ
そ
8.5
円
か
か
り
ま
す
）

【
問
合
せ
先
】

鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

０
９
９-

２
５
９-

０
６
８
４

（名瀬・住用・笠利地区）
 
 本年度の地籍調査の区域を以下のとおり計画しております。 

町・大 字 小  字  等 

名瀬矢之脇町 埋立て地部分 

名瀬大字仲勝 阿万田 

名瀬大字知名瀬 眞晒、宇木地、沖ノ川内、仲袋、池田の平地(畑)部分 
扇野、川内小又、中川の全部 

名瀬大字名瀬勝 アタリ田、小勝、名瀬勝原、森田、山蔵、鳩祢原、門口 

住用町大字川内 クビリ、九年畑 

笠利町大字万屋 今里、大久保 

笠利町大字宇宿 尻田、高又、港の一部 

笠利町大字笠利 前平、高城、城泉川、モイノスミ、又川 

笠利町大字辺留 辺留クビリ 

笠利町大字須野 長作 
  
事前調査のため、区域付近で、伐採をしながら、調査員が作業を行うこともありますの

で、地権者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 
事前調査がまとまり次第、対象地区の説明会を予定しております。その際には、地権者

の皆様に、改めて通知をさせていただきます。 
  

 
 

【お問合せ先】

奄美市役所財政課地籍調査係 52-1111( 内線 336 ・ 337）

住用総合支所地域総務課地籍調査係 69-2111( 内線 204 ・ 205）

笠利総合支所地域総務課地籍調査室 63-1111 （内線 23 ・ 32）

平成１８年度地籍調査のご協力依頼





 (7)                                                                                              奄美市だより 平成 18 年 8 月号 

は
、
低
い
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り

越
え
、
自
信
が
つ
け
ば
少
し

高
い
ハ
ー
ド
ル
に
挑
戦
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
る

の
で
す
。
子
ど
も
の
様
子
を

み
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
を

少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
く
こ

と
で
身
の
回
り
の
事
が
自
分

で
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ

し
て
、
お
話
が
で
き
た
り
友

達
と
上
手
く
か
か
わ
れ
る
こ

と
等
へ
と
成
長
し
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん
が
い
つ
で
も

子
ど
も
達
を
し
っ
か
り
と
抱

い
た
り
、
気
持
ち
を
受
け
止

め
見
守
っ
て
あ
げ
る
な
ど
、

心
の
安
心
で
き
る
場
所
を
つ

く
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
で
す
。
受
け
と
め
て

く
れ
る
・
認
め
て
く
れ
る
場
所

が
あ
る
こ
と
で
子
ど
も
は
安

自
主
防
災
組
織
の
活
動
内
容
（
災
害
時
） 

 
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
は
、
「
平
常
時
」
、「
災
害
時
」
と
大
き
く
２
つ
の

活
動
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
先
月
７
月
号
に
て
「
平
常
時
」
の
活
動
内
容
を
掲
載

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
「
災
害
時
」
の
活
動
内
容
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

《
災
害
時
の
活
動
》 

災
害
時
の
活
動
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

①
情
報
収
集
伝
達
活
動
（
地
域
内
の
被
害
情
報
な
ど
の
収
集
や
防
災
機
関
へ
の

伝
達
、
市
町
村
役
場
や
消
防
署
な
ど
か
ら
の
救
援
情
報
な
ど
の
住
民
へ
の
周

知
な
ど
） 

②
初
期
消
火
活
動
（
消
火
器
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど
に
よ
る
初
期
消
火
、
可
搬

式
ポ
ン
プ
に
よ
る
消
火
活
動
な
ど
） 

③
避
難
誘
導
活
動
（
地
域
住
民
等
の
安
否
確
認
、
避
難
場
所
へ
の
誘
導
、
介
護

が
必
要
な
人
へ
の
援
助
な
ど
） 

④
救
出
救
護
活
動
（
簡
単
な
工
具
を
使
用
し
た
救
出
、
負
傷
者
の
救
護
な
ど
） 

⑤
炊
き
だ
し
活
動
（
救
援
物
資
（
食
事
、
飲
料
、
水
な
ど
）
の
避
難
場
所
へ
の

運
搬
及
び
分
配
） 

 

去
る
６
月
19
日
、
21
日
に
名
瀬
浜
里
町
自
治
会
で
自
主
防
災
組
織
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
説
明
会
の
中
で
実
際
に
災
害
体
験
を
し
た
方
の

話
を
聞
き
、
自
主
防
災
組
織
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
ま
だ
、
自
治
会
、

集
落
、
校
区
等
で
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
な
い
地
域
は
早
め
に
自
主

防
災
組
織
を
結
成
し
ま
し
ょ
う
。 

自
主
防
災
組
織
の
説
明
会
等
を
行
い
た
い
場
合
は
、
お
気
軽
に
下
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
問
い
合
わ
せ
先 

名
瀬
総
合
支
所
総
務
課 

５
２
‐
１
１
１
１
（
３
２
７
） 

住
用
総
合
支
所
地
域
総
務
課 

６
９
‐
２
１
１
１ 

笠
利
総
合
支
所
地
域
総
務
課 

６
３
‐
１
１
１
１ 

 
 
 
 

企業ガイダンスの開催について 
奄美本島内にある企業の業務内容等を広く知って

いただくために、下記のとおり、企業ガイダンスを開

催いたします。地元企業に興味のある方は、ご参加下

さい。また、ガイダンス開催前に、職業安定所による

「求職活動支援セミナー」も開催されます。 

期日：平成 18 年 8 月 11 日(金) 
日程：企業ガイダンス 10:00～12:00（受付 9:00～） 
   求職活動支援セミナー9:30～10:00 
場所：奄美観光ホテル４階 
対象：①新卒者（大学・短大・専門学校・高校生） 

 ②Ｕターン・Ｉターン希望者 
   ③その他一般の方（企業ガイダンスに興味のあ

る方） 
目的：ア．就職に関する情報の提供（企業研究のため

の情報提供） 
イ．企業の人事担当者との交流（人材探し） 
ウ．雇用活性化 

主催：奄美市、名瀬地区雇用開発協会 
共催：（社）奄美大島法人会青年部会 

問合せ先：名瀬地区雇用開発協会 
    （事務局：奄美市商工水産課内） 

電話：52-1111（内線 423）担当：福山，重信 

すきすき紬デー泥染体験会の

お知らせ 
すきすき紬デー実行委員会では市民の

方を対象に泥染体験会をおこないます。 

本場奄美大島紬の特徴である泥染の技

を体験しませんか。 

■日 時 

平成 18 年 8月 15 日 13：00～ 

■場 所 

奄美市本場奄美大島紬泥染公園に現地

集合（奄美市名瀬伊津部勝 727 番地） 

■体験料 

大人 1,500 円、高校生までは無料。 

■申込先 

 奄美大島観光物産協会事務局（奄美市

役所紬観光課内） 

52-1111 内線 435 市川・肥後 

■申込締切 8 月 10 日 

※準備するもの等詳しいことは申込時に

ご説明します。 

※少雨決行します。 

平成２１年５月までに 

裁判員制度がはじまります 
「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」が、

平成１６年５月２８日に公布されました。 
国民が裁判に参加するこの制度は、平成２１年

５月までにはじまります。 

どんな制度？ 
裁判員制度は、国民のみなさんに裁判員として

刑事裁判に参加してもらい、被告人が有罪かどう

か、有罪の場合どのような刑にするかを裁判官と

一緒に決めてもらう制度です。 

なぜ導入されるの？ 
国民の皆さんが裁判に参加することによって、

法律の専門家ではない人たちの感覚が、裁判の内

容に反映されることになります。その結果、国民

のみなさんの司法に対する理解と信頼が深まる

ことが期待されます。 

裁判員が参加するのはどのような事件？ 
代表的な例をあげると、殺人、強盗致死傷、傷

害致死、危険運転致死、現住建造物等放火、身代

金目的誘拐その他の事件です。 
 

核
家
族
や
共
働
き
で
、
両

親
共
に
忙
し
く
な
り
、
ゆ
っ

た
り
と
子
育
て
を
楽
し
め
る

時
間
も
な
か
な
か
と
れ
に
く

く
な
っ
て
い
ま
す
。
週
末
に

は
親
も
疲
れ
、
泣
い
た
り
、

遊
ん
だ
り
と
子
ど
も
達
の
溢

れ
ん
ば
か
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
頭
を
抱
え
る
こ
と
も
よ
く

あ
る
で
し
ょ
う
。 

 

普
段
、
家
で
子
ど
も
を
み

て
い
る
お
母
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
、

子
ど
も
の
相
手
ど
こ
ろ
で
は

な
い
と
い
う
声
も
よ
く
聞
か

れ
ま
す
。
し
か
し
、
子
ど
も

達
は
、
た
く
さ
ん
の
可
能
性

を
も
っ
て
日
々
成
長
し
て
い

ま
す
。
植
物
で
も
水
や
肥
料

が
必
要
な
よ
う
に
、
子
ど
も

に
お
い
て
は
、
上
手
に
言
葉

を
か
け
た
り
愛
情
を
た
っ
ぷ

り
そ
そ
ぐ
こ
と
で
、
ぐ
ん
ぐ

ん
と
思
っ
た
以
上
の
力
を
出

し
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。 

 

最
近
、
健
診
等
で
親
子
に

か
か
わ
っ
て
い
る
と
、
子
ど

も
に
求
め
る
ハ
ー
ド
ル
が
子

ど
も
の
も
っ
て
い
る
力
以
上

に
と
て
も
高
く
、
大
人
の
目

線
で
大
人
と
同
じ
よ
う
な
結

果
を
求
め
て
い
る
と
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

 

今月の保健師さん

島名 博美さん

子
ど
も
の
心
に
寄
り
そ
っ
て 

心
し
て
新
た
な
一
歩
へ
と
挑

戦
し
て
い
け
る
の
で
す
。 

子
ど
も
は
、
い
く
つ
に
な

っ
て
も
甘
え
た
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
お
兄
ち
ゃ

ん
だ
か
ら
お
姉
ち
ゃ
ん
だ
か

ら
と
我
慢
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
甘
え
て
く
る
時
は
、
し

っ
か
り
と
抱
い
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
子
ど
も
達
の
心
が
落

ち
着
き
、
ま
た
、
元
気
に
遊

ん
だ
り
、
保
育
園
や
学
校
に

行
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。 私

自
身
も
、
日
々
忙
し
さ

に
追
わ
れ
る
と
、
つ
い
つ
い
、

子
ど
も
達
に
「
待
っ
て
、
後

で
ね
」
と
言
っ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
が
、
少
し
手
を
休
め

て
、
今
の
時
期
に
し
か
で
き

な
い
子
ど
も
達
と
の
時
間
を

楽
し
ん
で
い
き
た
い
も
の
で

す
。 

 

 
 

熱中症に注意！！ 
 熱中症とは、高温・高熱にさらされたり、激しい運動な

どを行ったときなど体の中と外の“あつさ”によって引き

起こされる様々な体の不調です。 
 脈が早くなる、手足のけいれん、めまいなどにはじまり、

重症例では意識障害やショックなどがみられ、場合によっ

ては死に至ることもあります。 
 子どもや高齢者については注意して見守るようにしま

しょう。 高血圧、心臓病、糖尿病などの病気のある人や

体調がよくないときなどは、特に注意が必要です。 

 予防対策

・暑い中での無理な運動はさける 
・水分を十分に補給する（就寝前を含めてこまめに） 
・スポーツや作業など大量に発汗する時は、スポーツドリ

ンクや多少の塩分の含まれた水分の補給に努める。 
・通気性のよい服装にする 
・帽子、日傘などで頭部を保護する 
・体調を整える。（食事のバランス、十分な睡眠、アルコ

ールの飲み過ぎを避ける。エアコンの設定温度は出来る

だけ高めにして身体が暑さに慣れるようにしておく。） 
 応急処置

・風通しのよい涼しい場所に運び、衣服をゆるめて寝かせ

る。 
・露出させた皮膚に水をかけて、うちわや扇風機などで体

を冷やす。 
・水分や塩分を補給する（スポーツドリンクなどが適して

いる）。 
※症状が改善しないときには、すみやかに医療機関を受診

する。 

裁判員制度の広報のために、名瀬の裁判

所、検察庁、弁護士事務所の皆さんでチーム

をつくり、奄美まつり舟こぎ大会に出場しま

す。その名も「裁判員制度丸」チーム。 
会場では広報用のパンフレット、うちわな

ども配る予定とのことです。 
写真は知名瀬港での練習風景。



 

最
近
、
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
の
違
法
駐
輪

や
道
路
へ
の
放
置
車
両
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
特
に
、
子
ど
も
・
お
年
寄
り
・
目
の
不

自
由
な
人
な
ど
に
と
っ
て
大
変
危
険
で
す
。 

道
路
の
穴
（
陥
没
）
・
段
差
・
側
溝
の
蓋
板

の
破
損
や
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の
腐
食
な
ど
、
お
気

づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
土
木
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

■ 

市
役
所
土
木
課 

℡
52-

１
１
１
１ 

（
内
線
２
０
８
・
２
０
４
）

 

 

必
要
で
す
ね
！
（
30
歳
女

性
） 

■
先
日
、
子
宮
が
ん
検
診

に
行
き
ま
し
た
。
奄
美
市

で
は
子
宮
が
ん
検
診
が
無

料
で
受
け
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
申
し
込
み
を
し
ま

し
た
。
初
め
て
検
診
を
受

け
る
の
で
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
る
の
か
わ
か
ら
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
受
診
票

と
と
も
に
受
診
の
流
れ
が

イ
ラ
ス
ト
で
か
か
れ
た
も

の
が
入
っ
て
い
て
、
と
て

も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で

す
。
当
日
会
場
に
行
く
と

た
く
さ
ん
の
方
が
こ
ら
れ

て
い
て
「
こ
れ
は
か
な
り

時
間
が
か
か
る
な
ぁ
」
と

覚
悟
し
て
い
た
の
で
す

が
、
係
の
方
が
的
確
に
指

示
を
出
さ
れ
て
い
た
の
で

ス
ム
ー
ズ
に
受
診
で
き
ま

し
た
。
30
歳
か
ら
は
検
診

と
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

■
奄
美
と
い
え
ば
大
島
紬

で
す
よ
ね
。
帰
省
の
た
び

に
い
つ
も
お
み
や
げ
に
購

入
す
る
の
で
す
が
、
ま
た

八
月
帰
省
す
る
の
で
何
を

買
っ
て
帰
ろ
う
か
迷
っ
て

い
ま
す
。
今
は
現
代
風
の

柄
で
一
目
見
た
だ
け
で
は

大
島
紬
？
と
思
う
の
も
多

■
梅
雨
が
終
わ
っ
て
暑
く

な
っ
て
き
た
と
思
っ
た
ら

今
度
は
台
風
が
来
ま
し

た
。
暑
く
な
い
の
は
い
い

け
ど
、
雨
ば
か
り
も
た
い

へ
ん
で
す
。
で
も
、
恵
み

の
雨
に
感
謝
で
す
。
お
い

し
い
お
米
、
大
好
き
！

（
15
歳
女
子
） 

い
の
で
、
お
み
や
げ
に
は

昔
な
が
ら
の
柄
を
選
ん
で

い
ま
す
。
（
35
歳
男
性
）

■
二
歳
の
娘
と
本
を
見
て

い
た
ら
「
白
ク
マ
」
が
載

っ
て
い
た
の
で
、
「
こ
れ

な
～
に
」
と
聞
く
と
ハ
ッ

キ
リ
と
「
大
熊
」
と
答
え

る
の
で
笑
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
後
「
こ
れ
は

クイズ応募はがきから 

白
ク
マ
よ
」
と
ち
ゃ
ん
と

教
え
て
あ
げ
ま
し
た
。

（
36
歳
女
性
） 

■
我
が
家
の
裏
山
に
は

梅
雨
時
に
は
「
コ
ン
ロ
ン

カ
」
が
、
今
は
野
ボ
タ
ン

が
四
季
折
々
の
花
や
赤

ヒ
ゲ
や
赤
し
ょ
う
び
ん

等
の
鳴
き
声
が
聞
け
る

自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
小

さ
い
集
落
で
す
。
後
期
高

齢
者
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が
元
気
で
、
夕
方
は
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
94
歳
な
る
我
が

家
の
ば
あ
さ
ん
も
、
毎
日

参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
見
て
、
私
達
も
元
気
で

長
生
き
し
な
け
れ
ば
と

思
う
こ
の
頃
で
す
。
（
66

歳
女
性
） 

■
奄
美
の
美
し
い
海
を

も
っ
と
大
切
に
…
ク
リ

ー
ン
作
戦
な
ど
親
子
で

参
加
し
た
い
。
観
光
地
以

外
の
海
が
特
に
汚
れ
て

ま
す
。
（
33
歳
女
性
）

■
12
月
オ
ー
プ
ン
予
定

の
健
康
体
験
交
流
施
設
、

と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
（
60
歳
女
性
）
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●
派
遣
相
談
（
名
瀬
総
合
支
所
） 

8
月
10
日
（
木
）
大
倉
克
大 

弁
護
士 

8
月
24
日
（
木
）
熊
谷
光
司 

弁
護
士 

●
テ
レ
ビ
電
話
相
談 

（
名
瀬
総
合
支
所
←
電
話
→
県
弁
護
士
会
）

8
月
17
日
（
木
）
高
妻
価
織 

弁
護
士 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

 

奄
美
市
役
所
市
民
課 

市
民
生
活
係 

 

電
話 

52
ー
１
１
１
１
（
内
線
７
１
５
・
７
１
６
）

 

 

 

未来を担う優秀な人材を郷土に残しましょう！ 
６月２０日から新規高等学校卒業者を対象とした求人受理が開始されました。 

今年度は約５０名の高校生が、奄美群島内での就職を希望しています！ 

厳しい経済情勢の中、雇用の維持等にご苦労されていることと思いますが、優秀

な人材を郷土に残すため、“早期の求人申込み”にご理解とご協力をお願いします。 

※求人申込みの時期は、こんなに差があります。 

 ◎高卒求人の平成１７年１０月末の出現率（平成１８年３月末を１００％とした数値） 
県外事業所 ９０％   県内事業所 ７１％   名瀬管内事業所 ４０％ 

 

行方不明者をさがす相談所の開設 
県警では、年間を通じて「行方不明」の方や「無縁仏」になられ

た方々の身元の確認作業を実施しておりますが、８月中を「行方

不明」の方や「無縁仏」になられた方々の身元を探す月間とし

て、警察本部や県下各警察署に相談所を設けます。 

長い間、音信がなく、連絡がとれない、家出して行方がわから

ない等お困りの方はどうぞお気軽に相談してください。 

なお、相談においでの際は行方不明者の写真、当時の服装等

の資料があれば準備してください。 

相談は無料で、個人の秘密は固く守ります。 

相談についての問い合わせは 

・警察本部鑑識課 

電話 ０９９－２０６－０１１０（内線４６２６） 

  又は 

・名瀬警察署 鑑識係 

電話 ０９９７－５３－０１１０（内線３９１） 

求人の手続きは決して面倒ではありません。まずはお電話ください。 

電話 ０９９７－５２－４６１１ ハローワーク名瀬 学卒求人担当 

鹿児島大学大学院人文社会科学研究科奄美サテライト教室では，平成１８年度後期

開講授業科目の受講者（科目等履修生）を募集いたします。 

募集受付期間は平成１８年８月２３日(水)～２５日（金）となっております。なお，奄美

サテライト教室の詳細、募集要項及び開講授業科目については，下記のＨＰに掲載さ

れておりますので，ご参照ください。 

また、不明な点や受講に関する問い合わせ及び受講を希望される方は下記の問い

合わせ先までご連絡ください。  

鹿児島大学大学院人文社会科学研究科ホームページ 

http://www.leh.kagoshima-u.ac.jp/hss/ 

奄美サテライト教室に関する問い合わせ先 

〒890-0065 鹿児島市郡元一丁目 21 番 30 号 

鹿児島大学法文学部大学院係   ０９９－２８５－７５０４  

・名瀬警察署 喜界幹部派出所 

電話 ０９９７－６５－４３０９（内線５０３） 

最寄りの交番・駐在所へどうぞ。 

8 月は、道路ふれあい月間 

あなたも大学院で学びませんか？ 

奄
美
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
（※
要
電
話
予
約
）

8
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ 

 

事 業 主 の 皆 様 へ

 

 
問題をよく読んで、3 つの答えの中から正しいものを選び、

ハガキに書いてお送りください。 
①医療機関での老人医療受給者の自己負担が変わるのはいつ
から？（ヒント３ページ） 
Ａ－８月１日 Ｂ－９月１日 Ｃ－１０月１日 
②夏のスターウォッチングで観察するのは、何座流星群？（ヒ
ント４ページ） 
Ａ－ペルセウス座 Ｂ－しし座 Ｃ－しぶんぎ座 
③奄美海洋展示館で行われる夏休みイベント「サンゴ○○○
○ショー」の、○の中に入る四字熟語は？（ヒント６ページ）
Ａ－危機一髪 Ｂ－弱肉強食 Ｃ－絶体絶命 
■応募方法 
  ハガキに答え（例①－Ａ）、住所、氏名、年齢、電話番号と市
政に関するご意見、面白い話などがありましたら、書き添えてく
ださい。 
  全問正解者の中から抽選で 1 人に日本エアーコミューター往
復優待券(5割引)、10人に500円の図書券をプレゼントします。
■あて先 〒894-8555 奄美市名瀬幸町 25-8  

奄美市役所「広報クイズ」係 
■締め切り  ８月１５日（火）必着 
■７月号の正解 ①－Ｂ ②－Ｃ ③－Ｂ（４５通中４３通
正解） 

抽選で下記の方々が当選しました。おめでとうございま
す。 
●日本エアーコミューター往復優待割引券(1 人) 

佐 久子さん（名瀬安勝町） 
●５００円の図書券(１０人) 

西山寿賀子さん（名瀬長浜町）、田辺博子さん（名瀬古田町）、
泊輝道さん（熊本市）、溜島福敏さん（名瀬古田町）、迫地
由紀さん（名瀬朝戸）、平山文子さん（名瀬古田町）、岡本
州江さん（名瀬長浜町）、良純子さん（笠利町須野）、豊田
ヤエさん（笠利町辺留）、南俊子さん（笠利町川上） 



 
氏 

 

名 
  

 
 

保
護
者
名 

《
名
瀬
地
区
受
付
》 

種
子
島 

健
太
（
け
ん
た
）
一
範 

池
畑 

翔
琉
（
か
け
る
） 
和
仁 

久
留 

優
毅
（
ゆ
う
き
） 
太
郎 

萩
原 

龍
聖
（
り
ゅ
う
せ
い
）
大
志

吉
田 

一
貴
（
か
ず
き
） 

隆
則 

新
留 

郁
也
（
ふ
み
や
） 

貴
行 

下
井
田 

結
香
（
ゆ
う
か
）
智
彦 

村
田 

好
羽
（
こ
の
は
） 

幸
司 

瀧
田 

寛
汰
（
か
ん
た
） 

修
一 

岩
元 

聖
弥
（
せ
い
や
） 

英
雄 

尚
師 

充
生
（
し
ゅ
う
は
）
英
男 

川
畑
松
太
郎
（
ま
つ
た
ろ
う
）
隆
正

川
畑 

仁
（
じ
ん
） 

 
 

新
吾 

大
塚 

悠
稀
（
ゆ
う
き
） 

正
博 

辻
原 

輝
来
人
（
き
ら
と
）
勝
昭 

小
田
原 

杏
樹
（
あ
ん
じ
ゅ
）
勇
一

行  事 日時・受付時間 場   所 対   象   児 

乳児健診 11(金) 13:00～13:15 保健センター 平成18年4月生 

赤
ち
ゃ
ん 

保健センター
平成17年12月16日生 

～平成18年1月15日生 
7か月児相談 15(火)  9:30～9:45 

1歳6か月児 

健診 
18(金) 13:00～13:15 保健センター 平成17年2月生 

3歳児健診 24(木) 13:00～13:15 保健センター 平成15年3月生 

フッ素塗布   市内歯科医院

平成16年8月生 

平成16年2月生 

平成15年8月生 

母子健康相談 

のびのびっこ 

広場 

16(水) 19:30～11:00 

日 曜 コンサ－ト・催物 開演時間等 料金等 主  催 

3 木
奄美まつり協賛 
第30回島唄大会 

開場 13:30
開演 14:00

前売券 1,000 円
当日券 1,200 円

高校生以下 500 円

㈱南海日日新聞社 
℡53-2121 

12 土
ジュニアサミットリーダー研修会

ワークショップ(10:00～) 

ディスカッション(11:00～) 

10:00～
12:00 

関係者 
奄美市教育委員会（学校教育課） 

℡ 52－1111（内 723） 

20 日 フリーマーケット 
19：00～ 

15：00
一万人広場 

名瀬フリーマーケット市民の会 
℡ 53－3507（稲井） 

※主催者の都合により、開演時間入場方法等が変更になることがあります。 

8 月奄美振興会館催物のご案内 54－1211 

保健センター
 市内に住む 

  子どもとその親 

はつらつ 

健康相談 
10(木) 13:30～14:00 保健センター 一般市民 

歯科健康相談 23(水) 19:30～10:00 保健センター 市内に住む子ども 

8 月 健診日程 名瀬地区 

行  事 日時・受付時間 場   所 

4か月児・7か月児相談 14:30～15:00 ふれ愛の郷多目的ホール 

1歳6か月児・3歳5か月児健診 
24(木) 

13:30～14:00 ふれ愛の郷多目的ホール 

歯科検診・フッ素塗布 9(水) 13:30～14:00

ふれ愛の郷多目的ホール 

対象：平成16年8月生 

平成16年2月生 

平成15年8月生 

母子健康相談 1(火) 10:00～ ふれ愛の郷多目的ホール 

8 月 健診日程 笠利地区 

8 月 健診日程 住用地区 
行  事 日時・受付時間 場   所 

4か月児・7か月児相談 

1歳6か月児・3歳児健診 
15(火) 13:15～13:30 住用公民館 

歯科検診・フッ素塗布 15(火) 13:45～14:00

住用公民館 

対象：平成16年8月生 

平成16年2月生 

平成15年8月生 

母子健康相談 9/5(火) 13:30～14:00 住用公民館 
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富 

虎
太
郎
（
こ
た
ろ
う
）
裕
平 


柳

 

 
 

雅
教 

 

み
ち
る 

崎 

留
衣
（
る
い
） 

 

浩
樹 

 
真
生
（
し
ん
せ
い
） 

智
之 

安
田 
琉
夏
（
る
か
） 

 

誠 

 

山
田 

忍
武
（
し
の
ぶ
） 

光
郎 

西 

真
宙(

ま
ひ
ろ)

 
 

 

一
馬 

 

《
住
用
地
区
受
付
》 

潤
井 

あ
い 

 
 

 

《
笠
利
地
区
受
付
》 

徳
禮 

み
の
り 

 
 

重
信 

寛
和
（
ひ
ろ
と
） 

親
仁

越
間 

海
翔
（
か
い
と
） 

悦
朗 

日程 対象地区/会場/受付時間 

16（水） 知名瀬/知名瀬公民館/8:30～9:00、根瀬部/根瀬部公民館/10:00～10:30 

17（木） 里/里公民館/8:30～9:00、小宿/小宿公民館/10:00～10:30 

18（金） 浜里・平松/浜里集会場/8:30～9:00 

20（日） 浜里・平松/浜里集会場/8:30～9:00 

21（月） 有良/有良公民館/8:30～9:00、芦花部/芦花部公民館/10:00～1030 

22（火） 大熊/大熊公民館/8:30～9:00、未受診者/保健センター/18:00～19:00 

8 月基本健診日程 名瀬地区 

第２０回住用三太郎まつりプログラム 
期 日：８月２０日（日）午後１時～９時まで 

場 所：内海公園野外ステージ他 

種目 時間 内容等 

開会式 13:00 カヌー大会会場 

カヌー競技 13:10～15:00 参加資格：住用町内の方 
場所：内海公園東屋沖 
種目：（個人戦）小学校 3～4 年生の部 

小学校 5～6 年生の部、中学生の部、
一般男子の部、一般女子の部 

相撲大会 15:00～17:30 場所：内海公園相撲場 
小学 1～3 年生の団体（3 人制市町村対抗 
小学 4～6 年生の団体（3 人制市町村対抗 
幼、小学生の学年別個人戦 

芸能発表 17:30～18:30 場所：野外ステージ 
島唄、歌謡ライブ他 

抽選会 18:30～19:30 豪華商品が当たる抽選会 

八月踊り 19:30～20:00 野外ステージ広場 住用・市地区 

花火大会 20:00～21:00 打ち上げ花火・水中花火他 

閉会式 21:00  

 

住用総合支所からのお知らせ 

（
花
火
） 

（八月踊り） 

住
用
・
笠
利
・
名
瀬
地
区 

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
流
会 

 

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
！ 

あ
な
た
ら
し
く 

わ
た
し
ら
し
く 

み
ん
な
が
主
役
の
地
域
を
目
指
し
て
語
り
合
い

ま
し
ょ
う
。 

（
住
用
・
名
瀬
地
区
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
流
会
） 

日
時
：
平
成
18
年
8
月
22
日
（
火
） 

午
後
7
時
30
分
～
9
時
ま
で 

場
所
：
住
用
中
央
公
民
館 

（
笠
利
・
名
瀬
地
区
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
流
会
） 

日
時
：
平
成
18
年
8
月
25
日
（
金
） 

午
後
7
時
30
分
～
9
時
ま
で 

場
所
：
ふ
れ
愛
の
郷 

希
望
者
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

男
女
共
同
参
画
あ
ま
み
女
性
会
議 

（
鍵
和
田
敏
子
）
℡
５
４
―
８
９
７
８ 

奄
美
市
役
所
住
用
総
合
支
所
６
９
―
２
１
１
１

（
内
線
３
０
０ 

地
域
振
興
課
・
橋
本
） 

奄
美
市
役
所
笠
利
総
合
支
所
６
３
―
１
１
１
２

（
地
域
振
興
課
・
畑
） 

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
の
回
収
・
処
理
に
つ
い
て

■
回
収
時
期 

8
月
25
日
（
金
） 

■
回
収
時
間 

午
前
９
時 

～
午
後
４
時 

■
回
収
場
所 

 

名
瀬
支
所 

 

名
瀬
市
営
農
セ
ン
タ
ー 

笠
利
支
所 

Ｊ
Ａ
あ
ま
み
笠
利
支
所 

住
用
支
所 

Ｊ
Ａ
あ
ま
み
住
用
支
所 

■
回
収
費
用 

１
Ｋ
ｇ 

40
円 

■
梱
包
の
方
法 

 

・
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
、
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
等
の
種
類
別

に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
土
や
砂
は
で
き
る
限
り
取
り
除
き

針
金
等
の
異
物
は
絶
対
に
混
入
さ

せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

・
同
じ
種
類
の
ひ
も
で
３
ヶ
所
を
し

ば
り
、
適
切
な
梱
包
を
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

名
瀬
海
上
保
安
部
か
ら

の
お
知
ら
せ 

名
瀬
海
上
保
安
部
で
は
、七
月

一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
（
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
使
用
）
愛
好
者

に
対
す
る
安
全
指
導
・
取
締
り
を

行
い
ま
す
。
指
導
の
内
容
と
し
て

は
、 

①
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時

着
用 

②
携
帯
電
話
の
携
行
（
防
水
パ
ッ

ク
使
用
） 

③
１
１
８
番
の
有
効
活
用 

の
、三
つ
を
基
本
と
す
る
自
己
救

命
策
確
保
の
周
知
・
啓
発
活
動
の

実
施
と
小
型
船
舶
操
縦
者
の
遵

守
事
項
に
関
す
る
安
全
指
導
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

上
記
の
事
項
や
ル
ー
ル
を
遵

守
し
、
大
切
な
命
は
自
分
で
守
り

ま
し
ょ
う
。 



 

名瀬総合支所からのお知らせ 
奄美市だより 平成 18 年 8 月号                                                (10) 

―愛し子へー産
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う 

り
の
あ 

大
好
き
！！ 

（
父 

隼
仁 

 

母 

恵
梨
香
） 

浜
里
町 

奥 りのあ ちゃん 
（平成 18 年 5 月 7 日生まれ） 

肺がん・大腸がん検診日程 
日 曜 会場 受付時間 対象地区 

8:30～9:30 末広町・春日町・永田町

10:00～11:00 小浜町・久里町・塩浜町

13:30～14:30 古田町・安勝町・港町
1 火 保健センター

15:00～16:00 未受診者 

 
大腸がん検診日程（基本健診と同時実施） 

日 曜 会場 受付時間 対象地区 

知名瀬公民館 8:30～9:30 知名瀬 
16 水

根瀬部公民館 10:00～10:30 根瀬部 

有良公民館 18:30～19:00 有良 
21 月

芦花部公民館 10:00～10:30 芦花部 

八
月
詠

仏
桑
花 島

の
垣
根
に 

光
添
え 當 

光
二 

容器回収日程 
（肺がん・大腸がん同時実施分） 

日 曜 会場 受付時間 

4 金 保健センター 9:00～16:00 

保健センター 9:00～11:00 

里公民館 13:30～13:40

小宿公民館 14:00～14:30

浜里集会場 14:50～15:20

9 水 

朝仁児童館 15:40～16:10

朝戸公民館 13:30～13:40

西仲勝公民館 13:50～14:00

前勝公民館 14:10～14:20

小湊保健福祉館 14:30～14:50

名瀬勝公民館 15:10～15:20

伊津部勝公民館 15:30～15:40

10 木 

崎原瀧田商店前 16:10～16:20

浦上公民館 9:00～9:30 

有屋公民館 9:50～10:10 

仲勝公民館 10:30～10:40

大熊公民館 11:00～11:30

11 金 

鳩浜集会所 11:50～12:00

13 日 保健センター 9:00～10:30 

上の日に来れなかった方は 

7～11 健康増進課 8:30～16:00 

14～25 健康増進課 8:30～16:00 

    

容器回収日程（大腸がんのみ）

知名瀬公民館 9:00～9:10 

根瀬部公民館 9:30～9:40 

有良公民館 10:40～10:50
25 金 

芦花部公民館 11:10～11:20

第 31 回 市民文化祭 出演・出品募集 
 

 生涯学習発表「市民文化祭」の舞台発表部門の出演団体及び作品展示部門の出品(団体・個人)

の申込受付けをはじめます。多くの出演・出品をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【申込期日】 9 月 1 日（金）～9 月 29 日（金）まで必着 

【申込み・問い合わせ先】  

奄美市教育委員会 

・文化・スポーツ振興課 TEL：52－1111 (内 727) FAX：53－9501 

・奄美博物館        TEL：54－1210 (内 727) FAX：53－6206 

小
規
模
校
入
学
特
別
認
可
校 

芦
花
部
小
中
学
校
へ
入
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

 
 

奄
美
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
小
規
模
校
入

学
特
別
認
可
制
度
を
導
入
し
、
現
在
、
芦
花
部
小
中
学
校
に
特
認

校
児
童
生
徒
と
し
て
19
名
が
通
学
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
、
来
年
度
の
募
集
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

１
、
指
定
す
る
学
校 

芦
花
部
小
中
学
校 

〒
８
９
４-

０
８
５
１ 

名
瀬
芦
花
部
５
８
５
番
地 

 

電
話
５
４-

６
１
６
３ 

２
、
入
学
（
転
学
）
に
つ
い
て 

 

①
奄
美
市
内
の
対
象
校
（
※
別
表
１
）
に
在
学
し
、
１
年
以
上

の
通
年
通
学
が
で
き
る
児
童
生
徒
に
限
り
ま
す
。 

 

②
転
入
学
が
決
定
し
た
児
童
生
徒
は
、
原
則
と
し
て
平
成
19

年
４
月
６
日
（
金
）
か
ら
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。
（
バ
ス
代

に
つ
い
て
は
、
一
部
保
護
者
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
）

 

③
現
在
運
行
し
て
い
る
通
学
バ
ス
が
停
車
す
る
バ
ス
停
（
※
別

表
２
）
か
ら
乗
車
し
、
通
学
で
き
る
児
童
生
徒
に
限
り
ま
す
。

３
、
申
込
方
法 

 

①
奄
美
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
に
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

（
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
） 

 

②
申
込
み
の
最
終
期
限
は
、
平
成
18
年
11
月
13
日
（
月
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

         

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】 

 
 
 
 
 
 
 

奄
美
市
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課 

 
 
 
 
 
 
 

℡
５
２
‐
１
１
１
１
（
内
線
７
２
３
・
７
２
４
）

※別表１ 奄美市内の対象校

小 学 校 中 学 校 

名瀬小学校 

奄美小学校 

伊津部小学校

朝日小学校 

小宿小学校 

名瀬中学校 

金久中学校 

朝日中学校 

小宿中学校 

※別表２ 通学バスの停留所

山田団地 

久里 

永田橋 

佐大熊 

和光整形前

大熊 

（芦花部校）

【舞台発表部門】 

期  間 11 月 18 日(土)・19 日(日) 

会  場 奄美文化センター（ホール） 

発表内容 民謡、日舞、洋舞、詩吟、体操等

所要時間 1 団体 8分以内（入退場を含む。）

【作品展示部門】 

期  間 11 月 18 日(土)～26 日(日) 

会  場 奄美文化センター（ホワイエ等）

作品内容 絵画、写真、書道、俳句、短歌、

手芸、生花、盆栽等 

（
下
校
時
） 

（
登
校
時
） 

（
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
内
線
３
１
１
広
報
係
） 



 
 
( 11 )                                            奄美市だより 平成１８年８月号 

 
 
 

笠 利 総 合 支 所 か ら 

 

Ａ級 
優勝 外金久ベイサイド 

２位 用安 

３位 宇宿さわやか 

サニーズ 

Ｂ級 
優勝 節田ひまわり 
２位 屋仁スマイル 
３位 外金久シーサイド

笠利三区

第８回家庭婦人バレーボール大会！！ 
７月２日（日）太陽が丘総合体育館において家庭婦人バレーボール大会が開催されました。大会にはＡ級８チームＢ級１１チームが参加し

２０代から６０代と幅広い年代の選手が珍プレー好プレーのなか心地良い汗を流しました。結果は次のとおりです。 

第６０回県民体育大会・第４７回大島地区大会開催～奄美市笠利町の選手大活躍 
７月８・９日にかけ同大会が開催されました。 
団体の部でラグビー、ソフトボール（男子）、相撲一般１部が優勝と輝かしい成績を残しました。また個人の部では空手の女子組手で前田真希選手

（大島北３年）、水泳の男子３０歳代 50 ㍍バタフライで生田時文選手（里）、陸上の男子 5000 ㍍で重野竜太選手（外金久）、一般女子走り幅跳びで當

原千織選手（土浜）、相撲青年の部で手島 岬選手（屋仁）が、優勝しました。暑い中での大会、選手の皆さんご苦労様でした、今後の活躍をご期待

いたします。 

名前を調べる会（植物・貝・昆虫）

の案内について 
奄美市教育委員会笠利教育支所では、一

般の方及び児童生徒が観察・採集した植
物・貝・昆虫の中で、名前のわからないも
のを専門の先生に指導していただく「名前
を調べる会」を次の日程で実施いたします
ので一般の方及び児童生徒の多数の参加を
お待ちしています。 
日 時 平成１８年８月２３日（水） 

９：００～１２：００ 
場 所 笠利教育支所２階 
指導者 植物  森山 力蔵 先生 
    貝   有馬 康文 先生 
    昆虫  森川 義道 先生 
対 象 一般・小・中学校の児童生徒 
備 考 ・指導を受けたい標本を持参する。

・筆記用具を持参する。 
・小学校低学年は、親子で参加す
ることを原則とする。 

・参加料は無料です。 
問合先 笠利教育支所地域教育課 

（６３－１２８７） 

ご寄付ありがとうございました 
次の方から奄美市社会福祉協議会笠利支所へ

ご寄付を頂きましたので、芳名を記載し誠意を表

します。 

○川口ミカ様（万屋） 
 亡夫善三様の香典返しとして金一封 
〇郷田郁郎様（中金久） 
亡母マサエ様の香典返しとして金一封 

〇田川道代様（里） 
亡夫博秀様の香典返しとして金一封 

○栄 三丸様（笠利１区） 
亡母トキ様の香典返しとして金一封 

〇牧野忠光様（平） 
亡妻美代子様の香典返しとして金一封 

〇大山光治様（節田） 
亡妻ミツイ様の香典返しとして金一封 

ふるさとの学舎    大島北高 80 

ピアノ＆ヴァイオリンのジャズ演奏会 
奄美でライブコンサートを開いている板橋文夫さん（ジャズピアノ）、太田惠資さん（ヴァイオリン）のご厚意

により７月７日（金）にフリージャズスタイルの芸術鑑賞会が行われました。ピアニカとヴァイオリンの演奏で

突然登場、二人の予想外の風貌にも驚かされました。舞台ではなくフロアにセットしたピアノを囲み、島唄の「ヨ

イスラ節」のアレンジやトルコ風のメロディの曲、七夕をイメージした曲など体を使った力強くリズム感のある

演奏に体育館に集まった生徒や保護者は次第に引き込まれていきました。生徒たちも手拍子を取りながら、体を

動かしたりピアノを弾いてみたりと演奏者と一緒になって楽しみました。セッションした吹奏楽部と北大島太鼓

部の生徒の感想を聞いてみました。 

＜吹奏楽部＞ワイド節のセッションはアドリブが入りとても

いい曲に仕上がりました。好きな音を出す事にとまどいまし

たが、自由に音を出すことの楽しさを知ることができました。

最初は緊張しましたが、「ジャズ」の自由な感じが伝わり、ま

た生演奏を聴き鳥肌が立つくらいすばらしい経験ができまし

た。 

＜北大島太鼓部＞和楽器の太鼓とでは、合わないのではと思

っていましたが、お二人が私たちの演奏に合わせてくれて楽

な気持ちで演奏できました。緊張したけど楽しく、ピアノと

ヴァイオリンに負けないよういつもよりばちを持つ手に力が

入りました。これまでにない体験ができて可能性が広がった気がしました。 

県高校総体特集 
・空手道部女子 県高校総体団体初優勝！ 
 ６月７日に行われた県高校総体で本校の女子空手道部が団体の部で初優勝し、さらに翌日行われた個人組手で

も前田真希選手（３年）が優勝、平島亜梨沙選手（２年）が準優勝し、８月６日～９日に東大阪市で行われる全

国大会への出場権を獲得しました。また、同じく個人組手で窪田真穂（３年）が５位に入り、７月 15・16 日に

佐賀県で行われる九州大会への出場権を獲得しました。予選を危なげなく勝ち進み、強豪ひしめく決勝リーグで

は負けなしの３戦全勝での優勝でした。 
・カヌー部  
 ５月２８日に鹿屋市の大隅湖で行われ、カヤックシングルで福富晋作選手（２年）が優勝し、８月６日～９日

に山梨県で行われる全国大会と６月 24・25 日に熊本県で行われる九州大会へ、またカナディアンシングル決勝

でも枦木翔選手（１年）が準優勝し、九州大会への切符をそれぞれ手に入れました。両選手も発展途上であり、

さらなる飛躍が期待されます。 
弓道部、陸上部、女子バレー部、男子バレー部、テニス部、ワープロ部の生徒たちもそれぞれの得意とする分

野で「大島北高」を背負って頑張りました。 
第５回笠利湾板付け舟リレー 参加者募集のお知らせ 

 ＰＴＡでは、卒業してシマを離れる生徒達への贈り物として、平成 14 年度から板付け舟リレーを実施しており

ます。今年度も下記の日程で実施いたしますので、皆さんもチームを作って参加しませんか？競争ではありませ

んので、初心者や職場チーム等での多数の参加をお待ちしております。本校生徒デザインのＴシャツも販売いた

します。おそろいのＴシャツを着て参加しましょう。 

   日 時  ９月 10 日（日） 午前９時 開会式（龍郷町瀬留港） 

   コース  龍郷町瀬留港から笠利町赤木名港までの 10 区間（途中、昼食休憩あり） 

   チーム  １チーム ６～７名程度（参加者全員に保険をかけています） 

詳細は、本校（TEL0997－63－0005）までお問い合わせください。 

外金久ベイサイド 節田ひまわり

5000 ㍍優勝

重野竜太選手

個人青年の部優勝

手島 岬選手 
走り幅跳び優勝

當原千織選手相撲団体一般の部優勝 ソフトボールチーム

山下投手奄美市笠利チーム 笠利の選手大活躍！！ラグビーチーム
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旧盆に伴う交通規制・駐車場開放について 
 今年は 8 月 6 日（日）から 8 月 8 日（火）が旧盆にあたっていますが、永田墓地

には毎年約 4,000 名の墓参者が殺到しております。 
 このため、墓参者が安全に道路を通行し、事故等が無くお盆が終えられるよう車両

の交通規制を行ないます。交通規制区間は、市立体育館横の陸橋から市営永田駐車場

（旧火葬場）までの市道。これに伴い、名瀬小学校の校庭を駐車場として開放します。

交通規制時間及び駐車場開放時間は下記のとおり。 

８月６日（日）迎え盆 

交通規制時間  午前９時～午後７時

駐車場開放時間 午前９時～午後３時

８月８日（火）送り盆 

交通規制時間  午前９時～午後８時

駐車場開放時間 午前９時～午後８時
名
瀬
地
区 

町の人気者 

こどもは町の宝、みんなでこの子たちに誇れる

町づくりに努めましょう。満一歳になりました。

前田
ま え だ

直
なお

太郎
た ろ う

 
H17.8.3 生れ 

（中金久 直人） 
佐竹
さ た け

千夏
ち な つ

 
H17.8.14 生れ 

（笠利３区 健太郎）

平田
ひ ら た

かなの 
H17.8.19 生れ 
（須野 孝利） 

大瀬
お お せ

さち 
H17.8.17 生れ 
（土盛 光） 

住
用
地
区

笠
利
地
区

山
上
兄
弟
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー 

県
体
大
島
地
区
大
会
（
郡
体
）

開
会
式 

７
月
８
・
９
日
、
名
瀬
運
動
公

園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

奄
美
Ⅰ
Ｔ
ア
イ
ラ
ン
ド
フ

ェ
ア
２
０
０
６ 

７
月
16
日
（
日
）
奄
美
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た 

み
な
と
あ
ま
み
ポ
ー
ト
ス
ク

ー
ル ７

月
17
日
（
月
）
の
海
の
日
に

名
瀬
港
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
月
25
日
（
日
曜

日

回
の

公
）
「
て
じ
な
ー
に

ゃ
」
で
お
馴
染
み
の

山
上
兄
弟
の
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
が
奄
美
体

験
交
流
館
で
公
演
さ

れ
ま
し
た
。 

会
場
に
は
２

演
で
約
千
五
百
人

の
観
客
が
訪
れ
、
山

上
兄
弟
の
華
麗
で
可

愛
ら
し
い
演
技
に
観

客
は
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。 
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